
主催 九州ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ協会（九州IE協会）

後援 公益財団法人九州生産性本部

対 象：製造部門の主任・係長、ラインのリーダー・班長
※他部門並びに部門長クラスの方にもご参加頂いております

お申し込み方法

ホームページ内、WEBフォームよりお申し込みください。
お申し込み後、参加証・請求書をメールにてお送りします。
参加費は、開催前日までにお振込みください。
同業の方のご参加、プログラム転用はご遠慮ください。
キャンセル料についてはホームページをご覧ください。

九州IE協会 仕事の教え方 ＴＷＩ

今どき社員に伝わる！怒らず・曖昧にせず・きちんと伝える指導法

班長･リーダーのための

仕事の教え方と作業標準整備・活用講座

７月２９日（水）
10：00 - 17：00

人材不足やベテラン社員の退職、若手・中堅社員の価値観の多様化が進む中、製造現場においては「人を育てる

力」がますます重要となっています。一方で、現場では次のような悩みも多く聞かれます。

こうした課題を解決するには、作業の進め方を標準化し、誰が教えても一定の水準で伝えられる「仕事の教え方」

を身につけることが重要です。本講座では、TWI（JI）をベースに、作業標準書の整備・活用、作業分解、仕事の

教え方4ステップを、演習・ロールプレイを交えて実践的に学びます。長年活用されてきたTWIの考え方を、現在の

職場環境や若手・中堅社員への指導場面に合わせ、現場で実践しやすい形で、現場での指導経験豊富な丸田講師が

解説します。若手・中堅社員への指導に悩む班長・リーダーの育成、OJTの標準化、作業標準書の活用を進めたい

企業の皆様は、是非この機会にご参加ください。

ＴＷＩ（ＪＩ）をベースに、指導の不安を自信に変える

ご案内

作業標準書を作成し
ているが、現場で
活用できていない…

ベテランの勘や経験に
頼っており、技術・ノウ
ハウが属人化している

ハラスメントを意識
するあまり、指導に
不安がある…人によって教え方が

違って品質や作業に
ばらつきが…

若手に作業を教えても
なかなか定着しない



公益財団法人九州生産性本部

参 加 費 ＜1名につき＞

・ＩＥ協会会員企業 ２７，５００円
（本体価格25,000円 消費税2,500円）

・九州生産性本部賛助会員企業 a３１，９００円
（本体価格29,000円 消費税2,900円）

・未会員企業 ４１，８００円
（本体価格38,000円 消費税3,800円）

講師紹介

■ 略歴・経歴

製造業の経営企画・改善プロジェクト担当として経

営戦略立案、業務改善に従事後、中産連に入職。

５Ｓ・ＶＭ（目で見る管理）の推進、在庫削減と

リードタイム短縮の推進、生産管理改善、生産現場

改善、品質管理改善、間接業務改善などの分野にお

いて、多数の企業のコンサルティング及び教育訓練

に従事。

■ 執筆・書籍

「まるごと５S展開大事典」、

「新まるごとコストダウン大事典」、

「管理間接部門の見える管理とマネジメントの強化書」

（いずれも共著、日刊工業新聞社）

（一社）中部産業連盟

VM推進事業部経営コンサルティング部

主席コンサルタント

丸 田 大 祐 氏

公益財団法人九州生産性本部 担当：田 村 (353)
〒810-0004 福岡市中央区渡辺通2-1-82 電気ビル共創館6階
TEL：092-771-6481 FAX：092-771-6490
https://qpc.or.jp/

当本部事業の案内は会員企業・労組のほか、一般の企業・労組にもお送りし
ております。今後、このような経営・教育等の講座内容が一切不要な場合は、
左記に記載の担当者または当本部お客様相談窓口までご連絡ください。

講 座 内 容

１．ＴＷＩの全体像

（１）TWIの歴史・背景と現代における意義

（２）JI（仕事の教え方）・JM・JR・JS、4つの柱の概要

（３）TWIが職場の人材育成・改善に果たす役割

２．仕事の教え方の意義・目的

（１）「教え方」のばらつきが引き起こす、品質・

安全・効率の問題

（２）管理者・監督者が指導力を持つことの組織的意義

（３）計画的人材育成と職場強化の関係性

３．作業標準書の作成

（１）作業標準書の役割と種類・必要性

（２）現場で使われる標準書の要件と記述のポイント

（３）作業標準書の活用の工夫

４．作業分解の方法

(１）「主なステップ」と「急所」の考え方と見極め方

(２）作業分解シートの作成手順とチェックポイント

(３）演習準備(自職場の作業を題材に分解シートを作成)

５．仕事の教え方の ４ステップ

Step 1：習う準備をさせる

～動機づけ・不安の解消～

Step 2：作業を説明する

～主なステップと急所を実演～

Step 3：やらせてみる

～確認しながら反復させる～

Step 4：教えたあとを確かめる

～フォローと自立促進～

【演習１】作業分解演習（分解シートを使った実践）

【演習２】仕事の教え方のロールプレイ

（指導者役・作業者役）

６．自職場への活かし方適切な指導・監督

(１）自職場への適用計画の立案

（優先課題・実施スケジュール）

(２）継続的改善・標準化につなげるための仕組みづくり

(３）職場内指導者育成に向けた次のステップ

(４）ルールに基づいた適切な指導、監督の実践

会場のご案内

共創館6階

九州生産性本部セミナー室
(福岡市中央区渡辺通2-1-82電気ビル共創館6階)
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